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午前・午後 ９時５７分 

東郷町議会議長 柘 植 三 良 殿 

                東郷町議会議員 

                議席番号 8 番   氏 名 近 藤 鑛 治  ㊞ 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問したいので通告します。  

記  

                              № 2－1 

質問事項  質  問  要  旨  答弁者  

 

1 地籍調査に 

ついて 

 

（1）地籍調査はなぜ必要か  

  ①  地籍調査はどの様なことか  

  ②  誰が実施し経費はどのようか  

③  地籍調査実施の効果は  

④  地籍調査が行なわれない場合に起こる  

トラブルの発生について  

  ⑤  地籍調査の流れはどの様か  

  ⑥  全国の地籍調査の実施状況は  

  ⑦  国の今後の取り組み及び指導は  

 

（2）本町の地籍調査についての取組みは  

①  平成 22 年第 3 回東郷町議会定例会にお

いて 2 名の方が「一般質問」で地籍調査

について質問されています。また、平成

23 年には、部田地区の「なんでも懇談会」

で地籍調査の質問もありました。問題

点・課題について、その後の検討状況は  

②  地籍調査の実施状況は  

  ③  近隣市・愛知県全体の状況は  

  ④  地籍調査を行なうメリットは  

  ⑤  本町における地籍調査が必要とされ  

る地域・地権者の把握はどのようか  

  ⑥  地籍調査が行なわれない事による、デ  

メリットとしてどの様に考えるか。  

   ・土地境界をめぐる住民同士のトラブル  

    について  

・町づくり再生への支障について  

面的な開発事業・街路整備・民間開発  

事業等、町づくりの推進が遅れる  

   ・災害が発生した場合の道路の復旧、下  

水道等インフラ施設の復旧、住宅の再  

建等災害復興の迅速化について  

 

 

 町 長  

 

担当部長  

 （注）要旨は、具体的に記載すること。



                    8 番氏名  近藤鑛治  №2－ 2 

質問事項  質  問  要  旨  答弁者  

 

1 地籍調査に 

ついて  

 

・公共物管理の適正化・公共用地の適正  

管理への支障は  

・課税の適正化・公平性について  

⑦  地籍調査を実施する際の、人的・経費  

面はどの様になるか  

  ⑧  実際に地籍調査が進まなかったが、デ  

メリットを考えると現状維持では問題

と考える。このまちをより暮らしやす

いまちとして次の世代に引き継いで行

くためにも、今こそ一歩踏み出す必要

があるが、今後の取り組みを確認しま

す。  

 

 

 

 

町 長  

 

担当部長  

（注）要旨は、具体的に記載すること。  

 


